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ＩＢの使命
IB mission statement



この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を 10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。
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探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を
探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や
考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習

者
像

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。
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はじめに

本資料は、国際バカロレア（ＩＢ）の教育の中心に横たわる考えをわかりやすく伝える

ことを目的としています。教育者やＩＢ教育の賛同者、そして児童生徒とその家族を対象

に、ＩＢの全プログラムに共通する教育理念について解説します。またＩＢの教育理念を

知ることは、プログラムの導入に向けた認定プロセスの段階にある学校や、継続的にプロ

グラムを実施している学校にも役立ちます。

「ＩＢディプロマプログラム」（ＤＰ）は、チャレンジに満ちた総合的な教育プログラム

として 1968 年に創設されました。世界の複雑さを理解し、そのことに対処できる生徒の育

成を目指しています。また、未来への責任ある行動をとるための態度とスキルを身につけ

ることに力を入れています。ＤＰは、より公正で平和な世界の構築に資する人間の育成に

は、教科の枠をはじめ、文化的、国家的、地理的な境界をこえた教育が必要であるという

信念に基づいて構想されました。

ＩＢはその後、1994 年に「ＩＢ中等教育プログラム」（ＭＹＰ）を、そして 1997 年に

「ＩＢ初等教育プログラム」（ＰＹＰ）を設置し、国際教育に取り組む、３歳から 19 歳ま

での幼児および児童生徒を対象とした一貫教育プログラムを確立しました。さらにその

10 年後には、全プログラムに共通する「ＩＢの学習者像」を策定し、すべての対象年齢

層に向けて国際的な視野をもつ学習者が目指すべき人物像を示しました。各プログラムは

それぞれチャレンジに満ちた、独立した教育課程ですが、「ＩＢの学習者像」がこれらの

プログラムをつなぐ重要な共通基盤となっています。また、各プログラムでは、ＩＢの

教育方法が発達段階に即した適切な形で具現化されています。2012 年には新プログラム

「ＩＢキャリア関連教育サーティフィケイト」（ＩＢＣＣ）をスタート。16 歳から 19 歳ま

での生徒に新たな国際教育の選択肢を提供し、ＩＢの一貫教育がより豊かになりました。

ＩＢの取り組みは、研究や 40 年以上にわたる教育実践に裏打ちされています。ＩＢ創設

の礎となったビジョンは、今日もなおＩＢの成長を支え続けています。創設者たちから受

け継がれた活力あふれるＩＢの精神は、ＩＢの質の高い教育とそのための教員研修に継続

的に力を注ぐ学校の増加を後押ししています。ＩＢ教育の実践に伴う責任を共有するこう

した学校の輪はグローバルに広がり続けています。

本資料『国際バカロレア（ＩＢ）の教育とは？』は、絶対視されるべきものではなく、

読者に役立つものであることを目指しています。したがって常に対話や定期的な見直しを

重ねています。ＩＢは、過去に積み重ねてきた考えや判断に価値を置く一方で、未来に向

かって新しい事物に開かれた姿勢を常に大切にしてきました。難題にも批
クリティカル

判的に向き合う

姿勢を重視しているのです。そのような姿勢は、「教育を通じてより良い世界を築く」とい

う使命のもとに結びつき、互いに協力し合うグローバルなコミュニティーの構築を目指す

ＩＢの取り組みに見ることができます。
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「ＩＢの学習者像」は、ＩＢの教育理念を具体化したものです。ＩＢの教育理念の根底に

ある価値観を共有するグローバルなコミュニティーが目指すべきところを端的に表してい

ます。また、国際的な視野を育む教育が目指すべき人物像や成果を示しています。

すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に

共通する人間らしさと地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くこ

とに貢献する人間を育成します。

ＩＢの教育には、上記の価値観に即した次のような特徴があります。

•	学習者を中心に置きます。

•	「指導」と「学習」において効果的な方法を展開します。

•	グローバルな視野に立って取り組みます。

•	意味のある学習内容を探究します。

これらの４つの特徴が一体となって、ＩＢの教育を形づくっています。
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ＩＢの学習者

ＩＢの国際教育の中心となるのは、３歳から 19 歳までの幼児および児童生徒です。彼

らにはそれぞれの学習スタイルや長所、課題があります。どの児童生徒も年齢にかかわら

ず、世界や自分の居る場所について、独自の、または共有された価値体系や知識、経験を

さまざまな組み合わせでもっています。

ＩＢは、理解と尊重の精神に基づく開かれたコミュニケーションを奨励し、積極的に、

そして共感する心をもって生涯にわたって学び続けるよう児童生徒に働きかけています。

ＩＢの教育は、本質的に全
ホリスティック

人的な教育です。ＩＢプログラムは児童生徒の認知的発達と同時

に、社会的、情緒的、身体的な発達にも取り組みます。また、児童生徒が地域社会や国、

そしてグローバルなコミュニティーで積極的かつ思いやりのある一員になることを重視し

ており、そのための実践の機会を提供します。ＩＢプログラムは、「ＩＢの学習者像」に

示される国際的な視野を育む学習の価値と成果に重点を置いています。

ＩＢの学習者は、「探究する人」「知識のある人」「考える人」「コミュニケーションがで

きる人」「信念をもつ人」「心を開く人」「思いやりのある人」「挑戦する人」「バランスのと

れた人」「振り返りができる人」になることを目指します。これらの人物像は、知的成長

や学習面での成功にとどまらない、人間としての幅広い能力と責任感を育むことを意図し

ています。また、これらの人物像を通じて、学校コミュニティーの全員が自分自身をはじ

め、他の人々、そして自分たち自身を取り巻く世界を尊重する人になるよう働きかけます。

ＩＢプログラムは、すべての児童生徒に対して、ＩＢカリキュラムへのアクセスと学習

への参加を増やすことを目指しています。学習への参加を妨げる障壁を特定して取り除く

ことで、誰もが学びに参加し貢献できる、より「インクルーシブ」な学習コミュニティー

の形成に努めます。多様な児童生徒の学習への参加を増やす取り組みは、「ＩＢの学習者

像」を実現することにつながっています。

学習者とＩＢ認定校
ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）では、「ＩＢの学習者像」に基づき、学習者を中心と

した教育を実践します。ＩＢプログラムでは、学校における以下の取り組みを奨励します。

•	健全な人間関係や、個人責任、共同責任、効果的なチームワークや協
コラボレーション

働を促す教育

の場をつくる取り組み

•	児童生徒が情報に裏づけられた理性的で倫理的な判断を下し、意味のある変革をも

たらすために必要な柔軟性や粘り強さ、自信を培うよう援助する取り組み

•	児童生徒が疑問を提示し、個人的な志を追い求め、チャレンジに満ちた目標を設定

し、 それを達成するための根気強さを養う取り組み

•	個人的にも文化的にも豊かなアイデンティティーの構築を奨励する取り組み
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このような取り組みによる教育の成果は、主に教師と児童生徒の関係によって形成され

ます。教師は、児童生徒を知的に導く存在です。児童生徒から自信と責任感を引き出す役

割を担います。チャレンジに満ちた学習環境は、児童生徒が自分自身や他の人々の必要を

満たすために欠かせない想像力と意欲を高めるのに役立ちます。

ＩＢプログラムでは、「学び方を学ぶ」ことに重点を置いています。児童生徒が学習環

境と効果的に関わり合うことを助け、日々の暮らしから切り離すことのできない本質的な

ものとして学習に価値を見いだすよう促します。
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探究

行
動振

り
返
り

ＩＢにおける「指導」と「学習」

ＩＢにおける「指導」と「学習」では、意味を構築し、世界を理解するために人々がさ

まざまな方法で協力し合うことを重要なものとして捉えています。また、この構成主義的な

考え方に基づき、質問すること、行動すること、考えることの相互作用を通じて、開かれた

民主的なクラスを目指します。ＩＢの教育は、学習者がひとりで、または他の人々と協力

して生涯学び続けるための力を引き出します。また、「探究」（inquiry）、「行動」（action）、

「振り返り」（reflection）を通じて、「学び合う者たちのコミュニティー」がグローバルな課

題に取り組めるよう準備します。

探究

持続的な探究は、ＩＢプログラムにおいて、指導計画（written curriculum）、授業方法

（taught curriculum）、および評価計画（assessed curriculum）の中心に位置づけられていま

す。確立された知識体系と複雑な問題の双方に対して系統的な探究を行うことは、ＩＢプ

ログラムの特色です。この方法では、児童生徒がすでにもっている知識や経験が新たな学

習の土台となります。また、児童生徒自身の好奇心が、関連性があり、チャレンジに満ち

た意味のある学習に取り組む意欲を喚起する原動力となります。

行動
信念のある行動は、学習指導の一環として取り組む場合や、学習成果として行われる場合

のいずれにおいても、実践的で実社会での経験から学ぶことを重視するＩＢの「指導観」

や「学習観」を表しています。ＩＢの学習者は家庭や教室、学校、地域社会、そしてより

広い世界で行動します。行動には実践を通じた学習が伴い、自分自身と他の人々について
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より良く学ぶことができます。ＩＢ認定校では、規範ある誠実で正直な行動や、個人と集

団の尊厳を尊重する強い公正性に基づく行動を重んじます。

信念のある行動は責任ある選択を意味し、それは時に行動しないという決断も含まれま

す。個人も、組織も、コミュニティーも、個人的な課題やグローバルな課題の倫理的側面を

探究することで、信念ある行動と向き合います。ＩＢプログラムにおける「行動」には、

サービスラーニング（奉仕活動を通じた学習）、アドボカシー（権利擁護や提言）、自己や

他の人々への教育なども含まれています。

振り返り

批
クリティカル

判的な振り返りは、好奇心や経験をより深い理解につなげるためのプロセスです。振

り返りを行う人は、その根拠や方法、結論を批
クリティカル

判的に認識しなければなりません。また、

振り返りは自分自身や他の人々の成果物や作品の中に先入観や不正確さがあり得ると意識

することにもつながります。

ＩＢの教育は、創造性と想像力を育み、児童生徒に人間の思考の本質を考える機会を提

供します。また、物事を記憶するだけではなく、自分自身の考えや取り組み、そしてそこ

から生まれる成果や業績を分析するために必要なスキルと働きかけを身につける機会を

与えます。

ＩＢプログラムは、「探究」「行動」「振り返り」を通じて、思考や自己管理、社会的な

コミュニケーション、研究などのためのさまざまなスキルを発達させることを目指してい

ます。これらはＩＢプログラムでは「学習の方
アプローチ

法」（approaches to learning）と呼ばれてい

ます。

効果的な「指導」と「学習」には、意味のある評価が必要です。ＩＢ認定校では、児童

生徒を評価する目的、到達度を測る評価規準、および評価方法の明確化に努めています。

ＩＢプログラムでは、さまざまな形の評価がカリキュラムと一体となり、継続的に実施さ

れています。評価には、正規評価と非正規評価、形成的評価と総括的評価、学校内での内

部評価とＩＢによる外部評価などがあります。自分自身や他の人々の学習成果物をどう評

価するかを学ぶことも児童生徒にとって有益です。

また、ＩＢの児童生徒は、学習成果を整理統合し、身につけた知識や能力を発表しま

す。その集大成がＰＹＰの「発
エキシビション

表会」、ＭＹＰの「パーソナルプロジェクト」、ＤＰの「課

題論文」（ＥＥ）、およびＩＢＣＣの「振
リフレクティブ

り返りプロジェクト」です。児童生徒が身につけ

た知識や理解、スキルを発表するにあたって、場合によっては学校コミュニティー全体が

フィードバックや支援を提供します。
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教育におけるグローバルな文脈

多言語主義と
多様な文化の理解 世界との関わり

ＩＢプログラムは、急速に変化する、きわめて密につながり合った世界で、グローバル

な文脈での国際的な視野の育成を目指しています。「国
インターナショナル

際的」と「地
グローバル

球規模的」という言葉

は、それぞれ世界を異なる視点から表現しています。「国際的」が、構成要素（国家間の関

係）に基づく見方である一方、「地球規模的」は、地球を１つの全体とした見方です。近

代国家の領域をこえる団体組織やテクノロジーが次々と出現する中、「地域社会」（local）、

「国」（national）、そして「グローバル」（global）の明確な区別はあいまいになっています。

従来の境界が通用しない世界に生じている数々の新たな課題は、児童生徒に複雑な世界で

建設的に生きるために必要な機敏さと想像力を身につけることを求めています。

ＩＢの教育では、言語と文化の理解を深めることのできる「学びのコミュニティー」を

築き、児童生徒がよりグローバルに活躍できるよう援助します。

国際的な視野を育成する教育は、世界を「最大の学びの文脈」として捉える学習環境を

築くことにかかっています。ＩＢ認定校は、真にグローバルな「学びのコミュニティー」

を構築し、維持することのできるＩＢの理念と組織、カリキュラムの下で、教育水準と実

践を互いに共有しています。児童生徒は学校で学習や他の人々との交流を通じて世界につ

いて学びます。グローバルな視点を踏まえた「指導」と「学習」は、「多様な文化の理解と

尊重の精神を通じて、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、

思いやりに富んだ若者を育てること」を目的とする「ＩＢの使命」を支えています。

多言語主義と多様な文化の理解
ＩＢでは、２言語以上で幅広いコミュニケーションの方法を学ぶことを多様な文化を理

解するために欠かせない基盤と捉えています。そのためＩＢプログラムは、幅広い表現形

態を用いた、複合的でダイナミックな学習を支援します。すべてのＩＢプログラムにおい

て第二言語は必修です。

多様な文化を理解するためには、自分自身のものの見方、そして、他の人々のものの見

方を認識し、振り返りを行う必要があります。ＩＢプログラムでは、多様な文化の理解を

深めるために、異なる信念や、価値観、経験、知るための方法（ways of knowing）を批
クリティカル

判的

に正しく理解する方法を身につけます。世界の豊かな文化的営みを理解するという目標に

向けて、人間の共通性と多様性、そして人と人との結びつきを探究します。
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グローバルな関わり
「グローバルな関わり」とは、教室の内外で、人類が直面する大きな課題に取り組むこと

を指しています。ＩＢの児童生徒と教師は、グローバル社会および地域社会における諸課

題を探究するよう奨励されています。環境や開発、紛争、権利、協力、統治などから、発

達段階に合わせた課題を取り上げ、グローバルな関わりをもちながら、権力や特権につい

て批
クリティカル

判的に考察します。また、未来の世代のために地球とその資源が託されていることを

自覚します。

ＩＢ教育のねらいは、グローバルな関わりをもつために必要な認識やものの見方、参加

する姿勢を育成することにあります。ＩＢは、人々がグローバルなコミュニティーのため

に尽力する積極的な学習者になるよう働きかけています。
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意味のある学習内容

ＰＹＰ ＭＹＰ ＤＰ ＩＢＣＣ

ＩＢの教育は、教科学習と学際的学習の双方において理解を深める機会にあふれていま

す。また、学習内容は世界各地の高等教育機関が設ける厳しい基準を満たしています。ＩＢ

プログラムでは、幅広く、バランスのとれた、概念的で、関連性の高いカリキュラムの枠

組みやコースを提供しています。

幅広くバランスのとれた学習内容

ＩＢの教育では、児童生徒がさまざまな教科にまたがる幅広い内容にアクセスでき

るようにバランスのとれた教育方法を採用しています。ＰＹＰでは教科の枠をこえた

学習を展開しています。ＭＹＰやＤＰ、あるいはＩＢＣＣへと進む中で、児童生徒が

取り組む教科の知識やスキルは次第に高度で複雑になっていきます。

概念学習

概念学習では、各教科や教科横断的な領域において関連性をもつ、幅広く、有力な

考えを体系化することを重視します。概念は国や文化の境界にとらわれるものではあ

りません。概念は、学習内容を統合し、カリキュラムに一貫性をもたせます。また、

教科学習の理解を深め、複雑な考えに取り組む力を築き、学習内容を新たな文脈に適

用するのに役立ちます。ＰＹＰとＭＹＰではあらかじめ規定された「重
キーコンセプト

要概念」に取

り組み、ＤＰとＩＢＣＣで概念理解をさらに深めます。

相互に関連する学習内容

ＩＢのカリキュラムの枠組みは、学習の同時並行性（concurrency of learning）を重

んじます。プログラムの中で、学習者は同時並行的に多くの教科に取り組み、関連性

を見いだすことを学びます。また、多岐の分野にわたる知識や経験が相互に関連し合

うことについての理解を深めます。各コースのねらいとプログラムの要件は、教科の

枠にとらわれず世界について学べる真の機会を提供するよう設定されています。
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ＰＹＰでは、さまざまな教科を通じて知識、概念、スキルを身につけ、それらを活用し

てグローバルな重要性をもつ教科横断的な６つのテーマを探究します。ＭＹＰでは、幅広

い教科学習に加え、２つ以上の専門分野を組み合わせて、学際的な理解を新たに構築する

ことも行っています。ＤＰでは、多様な科目を学習するほか、ＤＰの中核的要素「コア」

を構成する「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）を通じて、各自が身体的活動や創造的活動を

展開します。ＤＰの学際的な各コースとその要件は、教科の枠をこえた新たな課題や理解

を探究する方法を提示します。また、「知の理論」（ＴＯＫ）はカリキュラムの学習内容を

横断的に関連づけます。ＩＢＣＣでは、「コア」の構成要素がＤＰ科目とキャリア関連学習

をつなぎ、カリキュラム全体において理解を深められるようになっています。

ＩＢプログラムにおいて、評価は「指導」と「学習」から切り離すことのできない要素

です。児童生徒が何を学んだかを理解し、児童生徒の成長を把握することを目的として、

教師は意味のあるフィードバックを提供するために、さまざまな評価方法を用います。

ＩＢの評価は、批
クリティカル

判的で 創造的な思考を要する真の理解を示すパフォーマンスを児童生徒

に求めるため、授業の質を高めることにも貢献します。ＩＢの一貫教育において、最終年

次での最終評価には国際的に統一された基準が用いられます。ＰＹＰでの評価は、学習の

プロセスについてのフィードバックを提供することを本来の目標としており、児童と教師

による自己評価と振り返りを重視しています。児童の学習成果物の評価には、さまざまな

方法を活用します。そうした方法では、児童が各自の学習体験を理解するのに用いる多様

で複雑な方法を考慮に入れています。ＭＹＰでの評価は、綿密に設計されています。すべ

ての教科で規準に則した厳格な内部評価（コースワーク）を適用するほか、ＩＢが採点を

行うコンピューターを用いた試験や、採点またはモデレーション（評価の適正化）の対象

となる生徒のポートフォリオの提出などのオプションも設けています。ＤＰにおける評価

では、有効な測定方法による信頼できる結果の提供を目指しています。ＤＰでは、コース

ワークとＩＢによる外部試験の双方の結果に基づいて、国際的に認知された大学への入学

資格が与えられます。ＩＢＣＣにおける評価は、有効で信頼性の高いＤＰ科目での評価が

ＩＢＣＣの「コア」の総括的評価と形成的評価に組み込まれた形をとっています。



国際バカロレア（ＩＢ）の教育とは？12

おわりに

ＩＢの教育の特色は、学習面と人格形成面の育成で厳格な基準を定めている点にありま

す。ＩＢプログラムは、児童生徒が学習面だけでなく、ひとりの人間としても大きく成長

するよう促します。そして熱意と共感をもって生涯にわたり探究を続ける意欲を引き出す

ことを目指しています。ＩＢは、これらを実現するため、ＩＢに賛同する人々のグローバ

ルなコミュニティーを築いています。そのコミュニティーでは、人類に共通する人間らし

さを大切にし、教育がより良い世界を築くことに貢献するという信念を共有しています。

ＩＢは、この高次の目的を「指導」と「学習」の実践の細部に結びつけます。ＩＢ認定

校のグローバルなコミュニティーは、これらの原則を実践に移し、相互に責任をもちなが

ら、質の高い教育の基準を開発しています。ＩＢの教育は、協
コラボレーション

働がもつ力の証です。

常に不確かな未来に直面する私たちにとって、教育は希望に満ちた営みです。ＩＢの教

育は児童生徒と教育者それぞれの最善なるものを引き出します。本資料を読んでくださっ

ているみなさんと一丸となれば、複雑につながり合ったこの世界で、将来、児童生徒が活

躍するための役に立てると信じています。
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